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 どんな研究をしているところ？ どんなことに役立つの？ 

 環境中には様々な種類の化学物質が存在してい 

ます。これらを管理するため、化学物質の種類ご 

とに濃度基準が設けられています。しかし、これ 

で充分といえるでしょうか。環境中に存在する化 

学物質は数万種類に上る一方、濃度基準が設定さ 

れている化学物質は数十物質程度であることを考 

えると、現状の個別物質の濃度規制だけでは不十 

分と言わざるを得ません。そのため、化学物質を   環境サンプルの採取 

その性質によってまとめて捉え、総括的に評価で 

きる指標が必要とされています。 
 

当研究室では、総括指標の一つとしてDNAに対する

毒性（発がん過程の第一段階）に着目し、大気や排ガ

ス、水道水や排水等の毒性を試験しています。これら

のサンプルを採取するため、実験室内だけでなく、各

地のフィールドにも出向いています。そして最終的に

は、得られた毒性強度から発がんリスクを推算するこ

とを目指しています。これにより、大気や飲料水の安

全性を、個別物質の濃度でなく、トータルで見た発が

んリスクで評価することができるようになります。 

DNA損傷性試験の様子 
 
他方、環境中や排水・排ガス中の化学物質濃度は、 

発生源の状況、風向や水流、共存物等の様々な条件に 

よって大きく変動しやすい側面があります。よって、 

高度な測定機器を用いて少ない回数測定するよりも、 

低コストで簡易な測定法により多数回測定した方が効 

率的かつ的確に環境実態を把握できることも少なくあ 

りません。当研究室では、化学物質(群)を迅速かつ簡 

易に測定できる新しい方法を開発するとともに、実際 

の環境管理に対する様々な簡易測定技術の適用性を検 

討しています。                    排水の採取 

 先輩はどんなところに就職しているの？ 

公務員が比較的多いですが、幅広い分野に就職しています。 


